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1.  平成23年3月期の連結業績（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 

(注)１．平成23年３月期より連結財務諸表を作成しているため、平成22年３月期の数値及び対前期増減率については記載しておりません。 
   ２．自己資本当期純利益率及び総資産経常利益率の算定における自己資本、総資産については、それぞれ期末自己資本、期末総資産を使用しており 
     ます。 

(2) 連結財政状態 

(注)平成23年３月期より連結財務諸表を作成しているため、平成22年３月期の数値については記載しておりません。 

(3) 連結キャッシュ・フローの状況 

(注)平成23年３月期より連結財務諸表を作成しているため、平成22年３月期の数値については記載しておりません。 
 

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期 19,925 ― 318 ― 348 ― 176 ―

22年3月期 ― ― ― ― ― ― ― ―

（注）包括利益 23年3月期 140百万円 （―％） 22年3月期 ―百万円 （―％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利益

率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

23年3月期 45.14 ― 5.2 2.4 1.6
22年3月期 ― ― ― ― ―

（参考） 持分法投資損益 23年3月期  36百万円 22年3月期  ―百万円

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期 14,430 3,411 23.6 874.77
22年3月期 ― ― ― ―

（参考） 自己資本   23年3月期  3,411百万円 22年3月期  ―百万円

営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

23年3月期 744 △443 100 1,360
22年3月期 ― ― ― ―

2.  配当の状況 

(注)純資産配当率(連結)の算定における１株当たり連結純資産については、期末１株当たり連結純資産を使用しております。 

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

22年3月期 ― ― ― ― ― ― ― ―

23年3月期 ― ― ― 7.50 7.50 30 16.6 0.9

24年3月期(予想) ― ― ― 7.50 7.50 17.2

3.  平成24年3月期の連結業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
（％表示は、通期は対前期、第2四半期(累計)は対前年同四半期増減率）

(注)平成23年３月期より連結財務諸表を作成しているため、平成24年３月期第２四半期(累計)の連結業績予想における対前年同四半期増減率は記載して 
   おりません。 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 10,600 ― 180 ― 160 ― 80 ― 20.52
通期 21,500 7.9 350 9.8 320 △8.3 170 △3.4 43.60



4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 有  

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

新規 1社 （社名） 東洋陸運株式会社 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う変更  ： 有

② ①以外の変更  ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期 4,140,000 株 22年3月期 4,140,000 株

② 期末自己株式数 23年3月期 240,654 株 22年3月期 12,221 株

③ 期中平均株式数 23年3月期 3,899,346 株 22年3月期 4,128,169 株

（参考）個別業績の概要 

1.  平成23年3月期の個別業績（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 

 

(2) 個別財政状態 

  

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期 18,820 19.0 315 13.0 317 12.2 158 0.4
22年3月期 15,815 △16.3 279 49.5 282 63.3 158 ―

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり当期純

利益
円 銭 円 銭

23年3月期 38.51 ―

22年3月期 38.34 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期 12,925 2,455 19.0 594.89
22年3月期 11,703 2,375 20.3 575.58

（参考） 自己資本 23年3月期  2,455百万円 22年3月期  2,375百万円

※ 監査手続の実施状況に関する表示 
  この決算短信は、金融商品取引法に基づく監査手続の対象外であり、この決算短信の開示時点において、財務諸表に対する監査手続が実施中です。 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
  上記の予想は本資料発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる場合 
  があります。 
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１．経営成績 

(1) 経営成績に関する分析 

（当連結会計年度の経営成績） 

当連結会計年度における我が国経済は、新興国の経済成長や政府による経済対策などにより、企業収益が改善し、

全体としては緩やかな回復基調で推移いたしました。しかし、雇用情勢や所得環境は依然として厳しく、急速に進行

した円高や株価の低迷が続くなか、本年３月の東日本大震災の影響も加わり、先行きの不透明感がさらに増しており

ます。 

木材業界におきましては、建築資材の需要に影響を与える新設住宅着工戸数は本格的な回復には至っていないもの

の、低金利や住宅ローン減税などの住宅投資促進政策の効果もあり81万9千戸と前連結会計年度に比べわずかながら

増加し、当業界に特に関係が深い持家や戸建分譲住宅も徐々に持ち直しの兆しが見られております。 

このような状況のなか、当社グループは受注拡大、客先ニーズに対応した製品の提供を実現すべく、営業力の一層

の強化と拡販活動の展開を図ってまいりました。この結果、総売上高につきましては199億2千5百万円となり、当期

純利益は1億7千6百万円となりました。 

なお、平成22年10月には、東洋陸運株式会社の全株式を取得し子会社化いたしました。 

各セグメントの状況は次のとおりであります。 

木材事業では主に戸建住宅の構造材を扱っておりますが、持家や戸建分譲住宅市場の回復傾向を受け、現地挽輸入

製品やプレカット製品が好調に推移しました。また、住宅建材製品の受注拡大にも努めました。 

このような結果、売上高は180億3百万円、セグメント利益は2億1千8百万円となりました。 

物流事業では運送事業及び荷役事業を行っております。売上高は11億5百万円、セグメント利益は2千5百万円とな

りました。 

不動産事業では賃貸用倉庫や賃貸用マンション等の賃貸業を行っております。売上高は2億2千6百万円、セグメン

ト利益は7千8百万円となりました。 

その他では木材害虫防除関連事業を行っております。売上高は5億9千万円、セグメント利益は1千8百万円となりま

した。 

 

（次期の見通し） 

次期の見通しにつきましては、東日本大震災による被害の深刻化、設備投資や個人消費の冷え込み、さらに原油価

格や為替相場の動向など景気の先行きは厳しい状況が続くものと予想されます。 

このような状況のなかで、昨年から緩やかな回復基調にありました新設住宅着工戸数の本格的な回復は期待しにく

く、厳しい経営環境が続くことが予想されます。 

しかしながら当社は、長年培ってまいりました地域密着型営業をベースに、多様化する客先ニーズを吸収して積極

的な営業活動を推進してまいります。そして生産、販売、物流体制を整備し、企業体質の強化を図り、変化に対応で

きる企業へと進化を重ねてまいる所存であります。 

次期の業績につきましては、売上高215億円、営業利益3億5千万円、経常利益3億2千万円、当期純利益1億7千万円

を見込んでおります。なお、売上高のセグメント別の内訳は、木材事業185億円、物流事業22億円、不動産事業2億2

千万円、その他5億8千万円であります。 
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(2) 財政状態に関する分析 

① 資産、負債及び純資産の状況 

当連結会計年度末における財政状態は、総資産が144億3千万円、純資産が34億1千1百万円となり、自己資本比率

は23.6％となりました。 

 

② キャッシュ・フローの状況 

当連結会計年度のキャッシュ・フローにつきましては、営業活動による資金の増加は7億4千4百万円、投資活動

による資金の減少は4億4千3百万円、財務活動による資金の増加は1億円となり、その結果、現金及び現金同等物の

残高は13億6千万円となりました。 

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

当連結会計年度において営業活動の結果得られた資金は7億4千4百万円となりました。これは主に売上債権の増

加額4億5千3百万円があったものの、仕入債務の増加額10億2千5百万円があったこと等によるものです。 

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

当連結会計年度において投資活動の結果使用した資金は4億4千3百万円となりました。これは主に連結の範囲の

変更を伴う子会社株式の取得による支出3億1千5百万円があったこと等によるものです。 

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

当連結会計年度において財務活動の結果得られた資金は1億円となりました。これは主に短期借入金の純増加額1

億円があったこと等によるものです。  
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（参考）キャッシュ・フロー関連指標の推移 

 
平成19年 

３月期 

平成20年 

３月期 

平成21年 

３月期 

平成22年 

３月期 

平成23年 

３月期 

自己資本比率(％) ― ― ― ― 23.6 

時価ベースの 

自己資本比率(％) 
― ― ― ― 8.3 

キャッシュ・フロー 

対有利子負債比率(年) 
― ― ― ― 5.8 

インタレスト・ 

カバレッジ・レシオ(倍)
― ― ― ― 19.3 

   自己資本比率：自己資本／総資産 

   時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産 

   キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／営業キャッシュ・フロー 

   インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い 

   （注１）各指標は、いずれも連結ベースの財務数値により計算しております。 

   （注２）株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式総数（自己株式控除後）により算出しております。 

   （注３）営業キャッシュ・フロー及び利払いは、連結キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシュ・フ

ローの合計及び利息の支払額をそれぞれ採用しており、また、有利子負債は、連結貸借対照表に計上され

ている負債のうち利息を支払っている全ての負債を対象としております。 

   （注４）平成23年３月期より連結財務諸表を作成しているため、平成19年３月期から平成22年３月期までについて

は記載しておりません。 

 

(3) 利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 

当社の利益配分につきましては、収益に対応した安定配当政策を継続するとともに、財務体質や競争力の強化を

図るため、内部留保の充実に努めることを基本としております。 

 

２．企業集団の状況 

当社グループには、連結子会社１社（東洋陸運株式会社）、その他の関係会社２社（材摠木材株式会社、有限会社鈴

木興産）及び関連会社２社（大日コンクリート工業株式会社、システム泰斗有限会社）があります。 

東洋陸運㈱は物流事業を目的としております。当社はその議決権の100％を保有しており、取締役が兼任するほか、

営業上の取引もあります。 

材摠木材㈱は当社の議決権の24.65％を保有しており、取締役が兼任するほか、営業上の取引もあります。 

大日コンクリート工業㈱（持分法適用関連会社）は、コンクリートポール、パイル等コンクリート製品の製造・販売

を目的としております。当社はその議決権の29.33％を保有しておりますが、役員の兼任はありません。 

システム泰斗㈲（持分法非適用関連会社）はコンピュータシステムの開発・販売を目的としております。当社はその

議決権の17.64％を保有しており、取締役が兼任しております。 

 

大日本木材防腐㈱(7907)　平成23年３月期決算短信

－ 4 －



 

３．経営方針 

 (1) 会社の経営の基本方針 

当社は創業以来、木材資源を有効に活用することにより、木の持つ優れた特性を活かしながら、人や環境に優しい

自然素材商品を普及・提供し、人に役立ちながら、より良い社会作りに貢献することを基本方針とし、「人」と人と

のつながりを大切に、常にお互いの「信頼」関係を高め、創意工夫をもって新しい仕事に「挑戦」してまいります。 

 

 (2) 中長期的な会社の経営戦略 

当社は、持続的成長・収益力の向上・環境適合・低成長時代への対応を企業目標とし、最終年度において売上高290

億円、営業利益6億円を目標とした、中期経営５ヵ年計画（平成24年３月期～平成28年３月期）を策定し、平成23年

４月よりスタートいたしました。 

 

 (3) 会社の対処すべき課題 

業界を取り巻く環境は厳しい状況が続くと予想されますが、当社は中期経営５ヵ年計画を具体化するために下記の

事業戦略を推進していきます。 

①住宅資材の包括的供給企業として全国展開を目指す。 

②邸別アッセンブル機能を更に充実する。 

③生産部門への効率的な投資により継続的なコストダウンと合理化を図る。 

④土地の有効利用を図る。 

⑤グループとして物流事業の拡大を図る。 

⑥常に見直しを積極的に進めて総合力の向上を図る。 
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４．連結財務諸表 
（１）連結貸借対照表 

(単位：千円)

当連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

資産の部  

流動資産  

現金及び預金 1,437,938

受取手形及び売掛金 3,931,724

商品及び製品 1,056,168

仕掛品 28,341

原材料及び貯蔵品 471,428

未成工事支出金 82,471

繰延税金資産 70,920

その他 249,567

貸倒引当金 △69,600

流動資産合計 7,258,961

固定資産  

有形固定資産  

建物及び構築物 6,570,311

減価償却累計額 △3,820,564

建物及び構築物（純額） 2,749,747

機械装置及び運搬具 1,720,752

減価償却累計額 △1,578,102

機械装置及び運搬具（純額） 142,650

工具、器具及び備品 118,923

減価償却累計額 △105,749

工具、器具及び備品（純額） 13,174

土地 2,253,030

リース資産 212,753

減価償却累計額 △80,581

リース資産（純額） 132,171

建設仮勘定 28,628

有形固定資産合計 5,319,401

無形固定資産  

のれん 212,160

その他 14,146

無形固定資産合計 226,307

投資その他の資産  

投資有価証券 1,452,268

繰延税金資産 17,067

その他 273,831

貸倒引当金 △117,112

投資その他の資産合計 1,626,055

固定資産合計 7,171,763

資産合計 14,430,724
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(単位：千円)

当連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

負債の部  

流動負債  

支払手形及び買掛金 5,595,053

短期借入金 2,694,000

1年内返済予定の長期借入金 528,628

未払法人税等 62,585

賞与引当金 134,095

その他 225,830

流動負債合計 9,240,191

固定負債  

長期借入金 1,112,225

退職給付引当金 179,954

役員退職慰労引当金 148,120

資産除去債務 9,284

繰延税金負債 156,534

その他 173,367

固定負債合計 1,779,486

負債合計 11,019,678

純資産の部  

株主資本  

資本金 207,000

資本剰余金 4,491

利益剰余金 3,225,615

自己株式 △99,183

株主資本合計 3,337,923

その他の包括利益累計額  

その他有価証券評価差額金 76,082

繰延ヘッジ損益 △2,959

その他の包括利益累計額合計 73,122

純資産合計 3,411,046

負債純資産合計 14,430,724
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書 
 連結損益計算書 

(単位：千円)

当連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

売上高 19,925,285

売上原価 17,660,928

売上総利益 2,264,356

販売費及び一般管理費 1,945,573

営業利益 318,782

営業外収益  

受取利息 256

受取配当金 8,877

為替差益 16,233

持分法による投資利益 36,129

雑収入 17,743

営業外収益合計 79,241

営業外費用  

支払利息 38,991

手形売却損 9,332

雑損失 710

営業外費用合計 49,034

経常利益 348,988

特別損失  

固定資産除却損 25,456

投資有価証券評価損 9,775

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 6,310

その他 34

特別損失合計 41,577

税金等調整前当期純利益 307,410

法人税、住民税及び事業税 114,268

法人税等調整額 17,111

法人税等合計 131,379

少数株主損益調整前当期純利益 176,030

当期純利益 176,030
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 連結包括利益計算書 

(単位：千円)

当連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

少数株主損益調整前当期純利益 176,030

その他の包括利益  

その他有価証券評価差額金 △36,880

繰延ヘッジ損益 △11,393

持分法適用会社に対する持分相当額 12,397

その他の包括利益合計 △35,876

包括利益 140,154

（内訳）  

親会社株主に係る包括利益 140,154

少数株主に係る包括利益 －
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（３）連結株主資本等変動計算書 

(単位：千円)

当連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

株主資本  

資本金  

前期末残高 207,000

当期変動額  

当期変動額合計 －

当期末残高 207,000

資本剰余金  

前期末残高 4,491

当期変動額  

当期変動額合計 －

当期末残高 4,491

利益剰余金  

前期末残高 2,060,528

当期変動額  

剰余金の配当 △30,958

関連会社への持分法適用に伴う増加高 1,020,014

当期純利益 176,030

当期変動額合計 1,165,087

当期末残高 3,225,615

自己株式  

前期末残高 △5,144

当期変動額  

関連会社への持分法適用に伴う増加高 △94,038

当期変動額合計 △94,038

当期末残高 △99,183

株主資本合計  

前期末残高 2,266,874

当期変動額  

剰余金の配当 △30,958

関連会社への持分法適用に伴う増加高 925,976

当期純利益 176,030

当期変動額合計 1,071,048

当期末残高 3,337,923

大日本木材防腐㈱(7907)　平成23年３月期決算短信

－ 10 －



(単位：千円)

当連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

その他の包括利益累計額  

その他有価証券評価差額金  

前期末残高 100,565

当期変動額  

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △24,483

当期変動額合計 △24,483

当期末残高 76,082

繰延ヘッジ損益  

前期末残高 8,433

当期変動額  

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △11,393

当期変動額合計 △11,393

当期末残高 △2,959

その他の包括利益累計額合計  

前期末残高 108,999

当期変動額  

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △35,876

当期変動額合計 △35,876

当期末残高 73,122

純資産合計  

前期末残高 2,375,874

当期変動額  

剰余金の配当 △30,958

関連会社への持分法適用に伴う増加高 925,976

当期純利益 176,030

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △35,876

当期変動額合計 1,035,172

当期末残高 3,411,046

大日本木材防腐㈱(7907)　平成23年３月期決算短信

－ 11 －



（４）連結キャッシュ・フロー計算書 

(単位：千円)

当連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前当期純利益 307,410

減価償却費 276,099

のれん償却額 30,684

貸倒引当金の増減額（△は減少） 7,862

賞与引当金の増減額（△は減少） 13,308

退職給付引当金の増減額（△は減少） △15,858

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 11,997

受取利息及び受取配当金 △9,133

支払利息 38,991

持分法による投資損益（△は益） △36,129

固定資産除却損 25,456

投資有価証券評価損益（△は益） 9,775

売上債権の増減額（△は増加） △453,567

たな卸資産の増減額（△は増加） △269,216

仕入債務の増減額（△は減少） 1,025,015

未収消費税等の増減額（△は増加） △16,191

未払消費税等の増減額（△は減少） △66,788

その他 39,936

小計 919,652

利息及び配当金の受取額 19,684

利息の支払額 △38,625

法人税等の支払額 △155,728

営業活動によるキャッシュ・フロー 744,983

投資活動によるキャッシュ・フロー  

定期預金の預入による支出 △119,000

定期預金の払戻による収入 120,000

投資有価証券の取得による支出 △1,824

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による
支出

△315,994

有形固定資産の取得による支出 △112,462

有形固定資産の売却による収入 1,446

有形固定資産の除却による支出 △12,230

無形固定資産の取得による支出 △1,428

その他 △2,094

投資活動によるキャッシュ・フロー △443,588

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入金の純増減額（△は減少） 100,000

長期借入れによる収入 700,000

長期借入金の返済による支出 △641,274

リース債務の返済による支出 △27,307

配当金の支払額 △30,945

財務活動によるキャッシュ・フロー 100,472

現金及び現金同等物に係る換算差額 △180

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 401,688

現金及び現金同等物の期首残高 959,250

現金及び現金同等物の期末残高 1,360,938

大日本木材防腐㈱(7907)　平成23年３月期決算短信

－ 12 －



 

 

(5) 継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

   

 (6) 連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項 

 
当連結会計年度 

（自 平成22年４月１日 至 平成23年３月31日） 

１ 連結の範囲に関する事項 すべての子会社を連結しております。 

連結子会社の数  １社 

 連結子会社の名称 東洋陸運株式会社 

平成22年10月１日付で東洋陸運株式会社の全株式を取得し、連結子会社と

しております。 

２ 持分法の適用に関する事項 (1) 持分法適用の関連会社数 １社 

   大日コンクリート工業株式会社 

(2) 持分法非適用会社 

  関連会社 

   システム泰斗有限会社 

持分法非適用会社は当期純利益及び利益剰余金等に及ぼす影響が軽微

であるため、持分法の適用範囲から除外しております。 

３ 連結子会社の決算日等に関す

る事項 

連結子会社の決算日は、連結決算日と一致しております。 

４ 会計処理基準に関する事項 (1) 重要な資産の評価基準及び評価方法 

① 有価証券 

ａ 満期保有目的の債券 

償却原価法（定額法） 

ｂ その他有価証券 

時価のあるもの 

連結決算末日の市場価格等に基づく時価法 

（評価差額は全部資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法

により算定） 

時価のないもの 

移動平均法による原価法 

② デリバティブ 

ａ デリバティブ 

時価法 

③ たな卸資産 

評価基準は原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）によって

おります。 

ａ 商品・未成工事支出金 

個別法による原価法 

ｂ 製品・原材料・仕掛品 

総平均法による原価法 

(2) 重要な減価償却資産の減価償却の方法 

① 有形固定資産（リース資産を除く） 

ａ 賃貸物件 

定額法 

ｂ 上記以外 
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定率法 

ただし、平成10年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を除く）

については、定額法によっております。 

なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。 

建物 ……………… ８～50年 

機械及び装置 …… ８年 

② 無形固定資産（リース資産を除く） 

ａ ソフトウェア（自社利用分） 

社内における見込利用可能期間（５年）による定額法 

③ リース資産 

ａ 所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産 

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によっており

ます。 

なお、所有権移転外ファイナンス・リース取引のうち、リース取引開

始日が平成20年３月31日以前のリース取引については、通常の賃貸借取

引に係る方法に準じた会計処理によっております。 

④ 長期前払費用 

定額法 

(3) 重要な引当金の計上基準 

① 貸倒引当金 

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績

率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を

勘案し、回収不能見込額を計上しております。 

② 賞与引当金 

従業員の賞与の支払いに備えるため、支給見込額に基づき計上してお

ります。 

③ 退職給付引当金 

従業員の退職給付に備えるため、当連結会計年度末における退職給付

債務及び年金資産の見込額に基づき、当連結会計年度末において発生

していると認められる額を計上しております。 

④ 役員退職慰労引当金 

役員の退職慰労金の支払いに備えるため、内規に基づく当連結会計年

度末要支給額を計上しております。 

(4) 重要な収益及び費用の計上基準 

① 完成工事高及び完成工事原価の計上基準 

当連結会計年度末までの進捗部分について成果の確実性が認められ

る工事については、工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例

法）をその他の工事については工事完成基準を適用しております。 

(5) 重要なヘッジ会計の方法 

① ヘッジ会計の方法 

繰延ヘッジ処理を採用しております。なお、為替予約が付されている

外貨建金銭債務については振当処理を、特例処理の要件を満たしてい

る金利スワップについては特例処理を行っております。 

② ヘッジ手段とヘッジ対象 

（ヘッジ手段） （ヘッジ対象） 

為替予約取引  外貨建金銭債務及び外貨建予定取引 

金利スワップ  借入金利息 
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③ ヘッジ方針 

将来の為替変動リスク及び金利変動リスクを回避するためにヘッジ

を行っており、投機的な取引は行わない方針であります。 

④ ヘッジの有効性評価の方法 

ヘッジ対象のキャッシュ・フロー変動の累計額とヘッジ手段のキャッ

シュ・フロー変動の累計額とを比較し、両者の変動額等を基礎に判定

しております。 

なお、振当処理を行っている為替予約及び特例処理の要件を満たして

いる金利スワップについては、有効性の評価を省略しております。 

⑤ その他リスク管理方法のうちヘッジ会計に係るもの 

ヘッジ会計に係る契約締結業務は「社内管理規程」において経理グル

ープが担当しております。 

(6) のれん及び負ののれんの償却に関する事項 

のれんは、５年間で均等償却しております。 

(7) 連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲 

手許現金、要求払預金及び取得日から３ヶ月以内に満期の到来する流動

性の高い、容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリ

スクしか負わない短期的な投資であります。 

(8) その他連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項 

① 消費税等の取扱い 

消費税及び地方消費税は税抜方式によっております。 

 

(7) 連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更 

 
当連結会計年度 

（自 平成22年４月１日 至 平成23年３月31日） 

会計処理基準に関する事項の変更 (1) 資産除去債務に関する会計基準の適用 

当連結会計年度より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準

第18号 平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用

指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を摘要してお

ります。 

これにより、当連結会計年度の営業利益及び経常利益はそれぞれ1,105

千円減少し、税金等調整前当期純利益は7,416千円減少しております。 

 

(2) 企業結合に関する会計基準等の適用 

当連結会計年度より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21

号 平成20年12月26日）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基

準第22号 平成20年12月26日）、「『研究開発費等にかかる会計基準』の一

部改正」（企業会計基準第23号 平成20年12月26日）、「持分法に関する会

計基準」（企業会計基準第16号 平成20年12月26日公表分）、「企業結合会

計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指

針第10号 平成20年12月26日）を適用しております。 
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(8) 連結財務諸表に関する注記事項 

（セグメント情報） 

（追加情報） 

当連結会計年度より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年３月27日）

及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20年３月21

日）を適用しております。 

 

１．報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資

源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

当社は、商製品・サービス別に、「木材事業」、「物流事業」及び「不動産事業」を報告セグメントとしており

ます。各報告セグメントの事業内容は次のとおりであります。 

木材事業 ……… 木造住宅用防腐土台及び鉄道用枕木の製造・販売、柱や梁等の構造材、２×４住宅用のラン

バー及び合板の販売、木造軸組プレカット部材及び２×４パネルの加工・販売、戸建住宅の

建築施工の請負等を行っております。 

物流事業 ……… 運送事業及び荷役事業を行っております。 

不動産事業 …… 倉庫・マンション等の賃貸を行っております。 

 

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法 

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」に

おける記載と同一であります。報告セグメントの利益は営業利益ベースの数値であります。セグメント間の内部

売上高又は振替高は市場実勢価格に基づいております。 
 

３．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当連結会計年度（自 平成22年４月１日 至 平成23年３月31日） 

（単位：千円） 

報告セグメント 

 

木材事業 物流事業 不動産事業 計 

その他 

(注)１ 
合計 

調整額 

(注)２ 

連結財務諸

表計上額 

(注)３ 

売上高    

 外部顧客へ 

の売上高 18,003,811 1,104,388 226,729 19,334,928 590,356 19,925,285 ― 19,925,285

 セグメント間の 

内部売上高 

又は振替高 
― 815 ― 815 ― 815 △815 ―

計 18,003,811 1,105,203 226,729 19,335,743 590,356 19,926,100 △815 19,925,285

セグメント利益 218,773 25,751 78,459 322,984 18,482 341,466 △22,684 318,782

セグメント資産 7,688,886 884,687 1,703,135 10,276,710 197,687 10,474,398 3,956,326 14,430,724

その他の項目    

減価償却費 123,697 12,223 102,449 238,370 1,969 240,339 35,759 276,099

(注)１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、薬剤事業であります。 

  ２．調整額は以下のとおりであります。 

(1) セグメント間の内部売上高又は振替高の調整額△815千円はセグメント間取引消去であり、セグメント利益の調整

額△22,684千円はのれん償却額であります。 

(2) セグメント資産の調整額3,956,326千円は各報告セグメントに配分していない全社資産であります。全社資産は主

に、報告セグメントに帰属しない投資有価証券等であります。 

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。  
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（１株当たり情報） 

当連結会計年度 

（自 平成22年４月１日 至 平成23年３月31日） 

１株当たり純資産額            874.77円 

１株当たり当期純利益            45.14円 

 

算定上の基礎 

１．１株当たり純資産額 

項目 
当連結会計年度末 

（平成23年３月31日） 

連結貸借対照表の純資産の部の合計額 3,411,046千円 

普通株式に係る純資産額 3,411,046千円 

差額の主な内訳 ― 

普通株式の発行済株式数 4,140,000株 

普通株式の自己株式数 240,654株 

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通株式の数 3,899,346株 

 

２．１株当たり当期純利益 

項目 

当連結会計年度 

自 平成22年４月１日 

至 平成23年３月31日 

連結損益計算書上の当期純利益 176,030千円 

普通株式に係る当期純利益 176,030千円 

普通株主に帰属しない金額 ― 

普通株式の期中平均株式数 3,899,346株 

 

 

（重要な後発事象） 

  該当事項はありません。 
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５．個別財務諸表 
（１）貸借対照表 

（単位：千円）

前事業年度 
(平成22年３月31日) 

当事業年度 
(平成23年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,037,250 1,288,302

受取手形 888,514 1,181,896

売掛金 2,149,368 2,385,787

商品及び製品 856,822 1,056,168

仕掛品 24,247 28,341

原材料及び貯蔵品 408,248 470,795

未成工事支出金 79,315 82,471

前渡金 81,220 123,282

前払費用 26,523 27,133

繰延税金資産 51,918 52,761

その他 60,452 89,797

貸倒引当金 △60,400 △69,600

流動資産合計 5,603,483 6,717,139

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 2,770,716 2,643,054

構築物（純額） 90,818 97,394

機械及び装置（純額） 165,197 127,861

車両運搬具（純額） 7,609 5,463

工具、器具及び備品（純額） 14,346 11,917

土地 2,206,729 2,206,729

リース資産（純額） 60,017 85,788

建設仮勘定 28,687 28,628

有形固定資産合計 5,344,121 5,206,837

無形固定資産   

のれん 16,000 8,000

ソフトウエア 18,902 10,887

電話加入権 1,860 1,860

無形固定資産合計 36,762 20,748

投資その他の資産   

投資有価証券 467,250 397,325

関係会社株式 91,000 434,000

出資金 4,489 4,409

長期前払費用 2,558 2,159

その他 271,393 258,474

貸倒引当金 △117,300 △116,000

投資その他の資産合計 719,391 980,368

固定資産合計 6,100,276 6,207,954
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（単位：千円）

前事業年度 
(平成22年３月31日) 

当事業年度 
(平成23年３月31日) 

資産合計 11,703,759 12,925,093

負債の部   

流動負債   

支払手形 2,895,014 3,689,845

買掛金 1,301,518 1,569,546

短期借入金 2,594,000 2,694,000

1年内返済予定の長期借入金 529,524 528,628

リース債務 12,514 19,153

未払金 127,843 62,075

未払法人税等 93,331 52,584

前受金 933 2,991

前受収益 17,901 18,831

預り金 23,746 25,493

未成工事受入金 15,369 6,259

賞与引当金 95,104 98,345

その他 － 2,607

流動負債合計 7,706,800 8,770,361

固定負債   

長期借入金 1,052,603 1,112,225

リース債務 47,502 66,635

退職給付引当金 143,075 134,159

役員退職慰労引当金 128,873 139,795

長期預り保証金 81,233 78,138

繰延税金負債 167,797 156,534

資産除去債務 － 9,284

その他 － 2,365

固定負債合計 1,621,084 1,699,137

負債合計 9,327,884 10,469,499

純資産の部   

株主資本   

資本金 207,000 207,000

資本剰余金   

資本準備金 4,299 4,299

その他資本剰余金 192 192

資本剰余金合計 4,491 4,491

利益剰余金   

利益準備金 58,250 58,250

その他利益剰余金   

固定資産圧縮積立金 342,389 342,395

配当準備積立金 135,000 135,000

大日本木材防腐㈱(7907)　平成23年３月期決算短信

－ 19 －



（単位：千円）

前事業年度 
(平成22年３月31日) 

当事業年度 
(平成23年３月31日) 

別途積立金 1,332,500 1,432,500

繰越利益剰余金 192,388 220,376

利益剰余金合計 2,060,528 2,188,522

自己株式 △5,144 △5,144

株主資本合計 2,266,874 2,394,868

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 100,565 63,685

繰延ヘッジ損益 8,433 △2,959

評価・換算差額等合計 108,999 60,725

純資産合計 2,375,874 2,455,594

負債純資産合計 11,703,759 12,925,093
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（２）損益計算書 

（単位：千円）

前事業年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

売上高 15,815,531 18,820,896

売上原価 13,914,189 16,635,701

売上総利益 1,901,342 2,185,195

販売費及び一般管理費 1,622,018 1,869,480

営業利益 279,323 315,715

営業外収益   

受取利息及び配当金 17,649 19,693

為替差益 18,461 16,233

助成金収入 14,032 6,832

雑収入 18,365 7,641

営業外収益合計 68,508 50,401

営業外費用   

支払利息 47,285 38,991

手形売却損 11,447 9,265

雑損失 6,434 710

営業外費用合計 65,167 48,967

経常利益 282,664 317,149

特別損失   

固定資産除却損 － 23,443

投資有価証券評価損 6,127 9,775

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 6,310

特別損失合計 6,127 39,529

税引前当期純利益 276,536 277,619

法人税、住民税及び事業税 95,402 97,914

法人税等調整額 22,864 20,752

法人税等合計 118,266 118,667

当期純利益 158,269 158,952
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（３）株主資本等変動計算書 

（単位：千円）

前事業年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

株主資本   

資本金   

前期末残高 207,000 207,000

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 207,000 207,000

資本剰余金   

資本準備金   

前期末残高 4,299 4,299

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 4,299 4,299

その他資本剰余金   

前期末残高 192 192

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 192 192

資本剰余金合計   

前期末残高 4,491 4,491

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 4,491 4,491

利益剰余金   

利益準備金   

前期末残高 58,250 58,250

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 58,250 58,250

その他利益剰余金   

固定資産圧縮積立金   

前期末残高 345,201 342,389

当期変動額   

固定資産圧縮積立金の積立 － 2,717

固定資産圧縮積立金の取崩 △2,811 △2,711

当期変動額合計 △2,811 5

当期末残高 342,389 342,395

配当準備積立金   

前期末残高 135,000 135,000

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 135,000 135,000

別途積立金   

前期末残高 1,332,500 1,332,500

当期変動額   

別途積立金の積立 － 100,000

当期変動額合計 － 100,000

当期末残高 1,332,500 1,432,500
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（単位：千円）

前事業年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

繰越利益剰余金   

前期末残高 62,268 192,388

当期変動額   

剰余金の配当 △30,961 △30,958

固定資産圧縮積立金の積立 － △2,717

固定資産圧縮積立金の取崩 2,811 2,711

別途積立金の積立 － △100,000

当期純利益 158,269 158,952

当期変動額合計 130,120 27,987

当期末残高 192,388 220,376

利益剰余金合計   

前期末残高 1,933,220 2,060,528

当期変動額   

剰余金の配当 △30,961 △30,958

固定資産圧縮積立金の積立 － －

固定資産圧縮積立金の取崩 － －

別途積立金の積立 － －

当期純利益 158,269 158,952

当期変動額合計 127,308 127,993

当期末残高 2,060,528 2,188,522

自己株式   

前期末残高 △5,006 △5,144

当期変動額   

自己株式の取得 △138 －

当期変動額合計 △138 －

当期末残高 △5,144 △5,144

株主資本合計   

前期末残高 2,139,705 2,266,874

当期変動額   

剰余金の配当 △30,961 △30,958

当期純利益 158,269 158,952

自己株式の取得 △138 －

当期変動額合計 127,169 127,993

当期末残高 2,266,874 2,394,868
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（単位：千円）

前事業年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金   

前期末残高 76,261 100,565

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 24,304 △36,880

当期変動額合計 24,304 △36,880

当期末残高 100,565 63,685

繰延ヘッジ損益   

前期末残高 － 8,433

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 8,433 △11,393

当期変動額合計 8,433 △11,393

当期末残高 8,433 △2,959

評価・換算差額等合計   

前期末残高 76,261 108,999

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 32,737 △48,273

当期変動額合計 32,737 △48,273

当期末残高 108,999 60,725

純資産合計   

前期末残高 2,215,967 2,375,874

当期変動額   

剰余金の配当 △30,961 △30,958

当期純利益 158,269 158,952

自己株式の取得 △138 －

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 32,737 △48,273

当期変動額合計 159,907 79,720

当期末残高 2,375,874 2,455,594
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（４）キャッシュ・フロー計算書 

(単位：千円)

前事業年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前当期純利益 276,536 277,619

減価償却費 276,610 263,876

のれん償却額 8,000 8,000

貸倒引当金の増減額（△は減少） △66,200 7,900

賞与引当金の増減額（△は減少） 12,001 3,241

退職給付引当金の増減額（△は減少） 851 △8,915

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △4,745 10,922

受取利息及び受取配当金 △17,649 △19,693

支払利息 47,285 38,991

固定資産除却損 － 23,443

投資有価証券評価損益（△は益） 6,127 9,775

売上債権の増減額（△は増加） △430,471 △544,552

たな卸資産の増減額（△は増加） 720,164 △269,142

仕入債務の増減額（△は減少） △341,083 1,011,352

未収消費税等の増減額（△は増加） 26,660 △16,191

未払消費税等の増減額（△は減少） 68,192 △65,219

その他 △144,332 36,147

小計 437,948 767,554

利息及び配当金の受取額 17,265 19,684

利息の支払額 △46,674 △38,625

法人税等の支払額 △66,488 △138,538

営業活動によるキャッシュ・フロー 342,052 610,075

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △116,000 △119,000

定期預金の払戻による収入 108,000 120,000

投資有価証券の取得による支出 △198 △1,824

子会社株式の取得による支出 － △343,000

有形固定資産の取得による支出 △69,178 △106,637

有形固定資産の売却による収入 251 1,010

有形固定資産の除却による支出 － △12,230

無形固定資産の取得による支出 △4,833 △960

その他 △777 △5,750

投資活動によるキャッシュ・フロー △82,736 △468,392

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 255,000 100,000

長期借入れによる収入 150,000 700,000

長期借入金の返済による支出 △589,239 △641,274

リース債務の返済による支出 △11,220 △17,230

自己株式の取得による支出 △138 －

配当金の支払額 △31,045 △30,945

財務活動によるキャッシュ・フロー △226,643 110,549

現金及び現金同等物に係る換算差額 △91 △180

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 32,581 252,052

現金及び現金同等物の期首残高 926,669 959,250

現金及び現金同等物の期末残高 959,250 1,211,302
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６．その他 

 (1) 役員の異動 

  （平成23年６月29日付） 

  ① 代表者の異動 

   該当事項はありません。 

 ② その他の役員の異動 

新任監査役候補 

 監査役 岡本太右衛門（現 株式会社岡本代表取締役会長） 

 

大日本木材防腐㈱(7907)　平成23年３月期決算短信

－ 26 －




